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特集

計画づくりと評価
保健師も積極的に関わろう!
「計画づくり」とその評価
保健師が参画する意義と必要性を考える　澁谷いづみ
「評価する」ということ
PDCAサイクルを活用する視点から　今井博久
3つの組織が軸となり推進した健康づくり計画
「新健康おおぶ 21プラン」の取り組み　島田真希
住民・関係機関とともにつくりあげた健康増進計画
「元気トントンおおふなと健康チャレンジプラン」の取り組み　 
新沼美香

PHOTO

上山市におけるケアオルト健康ウォーキングの取り組み

TOPICS

公衆衛生活動としてのポジティブ心理学介入の可能性
福島の子どもたちのレジリエンスをめざして　島井哲志ほか

連載
聞き書き 保健師ものがたり［特別区編］　木村哲也
統括保健師の日々　高畑郁代
現場の疑問に答える　地域づくり型保健活動Q&A　岩永俊博
ナカイタ発　保健師へのつぶやき　中板育美
ニュースウォーク　白井正夫

●今号の特集を機に，弊誌が前に
健康教育を取り上げた時期を調べ
てみた。2001 年 3月「個別健康
教育を考える」，1995年12月「何
のための健康教育なのか」，1990
年 10 月「老人の健康教育活動」
だった。今回は副題「PDCAを
回していますか？」とつけた。各
記事に共通するのは，いきなり P
から始まるのではないこと。情報
収集，地域診断など，地域の理解
を踏まえて，その実状に合わせた
企画の 1つとしての健康教育で
ある。今号を機に，いま一度健康
教育について考えてみてはいかが
でしょうか。 （杉之尾）

●例えば，1940年代における感染
症予防を啓蒙する公衆衛生活動と
しての健康教育は，意義が明確で
した。一方，ICT 化が進み，誰で
も容易に健康情報を入手すること
が可能な現代において，健康教育
の意義とは何でしょうか。単に，
生活習慣病対策等における個人の
行動変容を促すだけであるのな
ら，健康教育である必然性はあり
ません。健康教育そのものの存在
意義が問われる時代だからこそ，
保健師には原点に戻って健康教育
のあり方を再考していただきたい
です。 （和田）
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